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　令和６年が幕を開けました。不安定な世界情勢、長引く物価高騰など不安感や不透明感が漂っ
ていますが、昨年は野球、サッカー、ラグビーなどスポーツが元気を与えてくれた１年でした。
私が要望してきた全国トップクラスのサイクリングコースも県立播磨中央公園に完成、見守って
きた兵庫の若手選手が国体自転車競技で優勝するなど個人的にも元気をいただきました。県政に
おいてはスポーツ行政の担当が教育委員会から知事部局に昨年４月から移り、観光、福祉などと
連動した新たなスポーツ振興の取り組みがスタートしています。県下のスポーツの盛り上がりが
様々な面で波及することが期待されます。また、令和５年の県政重大ニュースの一つといえるの
は学校環境の充実に６年間で300億円を投じる事業がスタートしたことです。これも要望してきた
ことであり、一歩いっぽ着実に県政に足跡が刻めているのではないかと実感しています。
　令和６年は、齋藤知事が就任３年目を迎え基本姿勢として掲げる「攻めの県政」の取り組みが本格化します。若者・Z世代への支援強化策を来年
度予算で重点とする方針を示しており、すでに表明している県立大学授業料等の無償化に加え、奨学金返済支援制度や高等教育の授業料負担軽減
策など誰も取り残されないサポートが行き渡る応援パッケージとなるよう取り組んでまいります。さらに、人生100年健康長寿社会に向け、医療・
福祉の充実とスポーツ、芸術文化などを融合させたシニア世代の応援パッケージ、さらに子どもたちや子育て世代もシニア世代と交流を深めるなど
県民誰もがイキイキ・ワクワクする「躍動する兵庫」の実現への政策提言を攻めの姿勢で行いたいと考えています。
　今年の干支は「甲辰(きのえ・たつ)」。「成功という芽が成長していき、姿を整えていく年」とされています。龍の如く勇ましく「飛躍ひょうご」
をめざし、果敢に挑む決意です。一層のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

湊川神社に参拝「開運招福」の
今年の干支「辰」の大絵馬前にて
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まちづくり部 （��月�２日）

　            明石公園の自転車
競技場の劣化が進行している。
県内唯一の自転車競技場施設
であり、安全に使用できるよ
うに改修すべき。

　　　　　　　　 損傷状況を

 

確認し、必要性、有効性、優先性
を評価の上、県として検討する。

　　　　　県立播磨中央公園に
全国トップクラスとなるサイク
リングコースが新設された。
同公園はアクセスのよい場所に
あり、積極的に利活用すべき。

　　　　　　　　　地元加東市
や県自転車競技連盟等と連携し、
サイクルスポーツの拠点を目指
して整備を進め、大会・イベント
誘致や利用促進に努める。

　　　　　公営住宅分野におけ
る県と神戸市の連携強化の取り
組みは？

明石公園の自転車競技場
播磨中央公園の活性化

公営住宅における県市連携

まちづくり部参事　

まちづくり部長　 　　　　　　　　　県と神戸市
で建替事業等における一体的な
マネジメントによる整備の方針
が決まっており、最終的な事業
の実施に向けて課題の整理や対
応策の検討を行って
いる。今後も近接し
た県営住宅・市営住
宅の一体的な建替に
よる統廃合等を協議
する。

公営住宅整備課長　

第���回��月定例県議会報告 （��月�日～��日）
○議決案件
　・令和５年度兵庫県一般会計補正予算（第４号）
　・淡路夢舞台公苑温室大規模修繕設計施工業務請負契約の締結
　・職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例 など計32件

　・ナガエツルノゲイトウ等の特定外来生物に係る抜本的な対策（会派発議分）
　・本州四国連絡高速道路を含めた「全国共通料金制度」の継続（会派発議分）
　・公私格差のない高校等無償化制度の実現
　・北朝鮮が生存を認めた兵庫県民拉致被害者および特定失踪者をはじめ
　　すべての拉致被害者等の帰国を求める（委員会発議分）　など計8件

　・北朝鮮の弾道ミサイル技術を使用した発射に抗議する
○同意人事
　・兵庫県土地利用審査会委員の同意　計１件

○意見書

○決議

議案みるみる　　　　　　　　　　　令和５年度12月補正予算（予算規模：642.8億円）は、物価高騰等に直面する生活者・事業者への
支援を実施する緊急対策として編成。社会福祉施設、医療機関、公共交通事業者等における光熱費・燃油価格高騰対策とし
て支援金を支給するほか、はばタンペイ＋（プラス）を活用したキャンペーン第３弾として、全ての県民を対象にスーパー、
コンビニ、ドラッグストア、家電量販店、飲食店、小売店等で活用できるデジタル商品券を販売します。一口6,250円分を
5,000円で、プレミアム率は25％。来年2月から募集を開始し、3月中旬から6月まで利用でき、春の新生活を応援します。
また、特殊詐欺被害が過去最悪のペースで増加していることを踏まえ水際対策として効果がある自動録音機能付電話機の購
入補助事業を大幅に拡充します。これまで県、市町が各４千円補助していたものを県単独で購入を補助（1台当たり1万円）。
対象は65歳以上で、件数は現行50倍規模の13万台です。



11月３日、西区にある県立神出
学園の30年記念式典で、来賓を
代表して祝辞。
地元議員として神出町のことに
もふれながら挨拶しました。

昭和４１年４月１５日生まれ(Ｂ型)　　
西区学園西町在住
白陵中・高、神戸商科大学（現兵庫県立大学）卒、
サラリーマン生活を経て、
阪神淡路大震災直後、会社を退社、代議士秘書
平成15年、二度目の挑戦で県議会初当選

（以降6期連続当選）

〔現　　在〕 兵庫県議会議員〔６期〕
兵庫県都市計画審議会　委員
公益財団法人兵庫県スポーツ協会  評議員
兵庫県自転車競技連盟  会長　他

〔主な経歴〕 関西広域連合議会  議員〔2期〕
兵庫県監査委員
兵庫県議会議会運営委員会  副委員長
予算特別委員会  副委員長
兵庫県産業労働常任委員会  委員長
兵庫県農政環境常任委員会  委員長
ひょうご県民連合議員団  団長　他 要職を歴任〔趣 味〕 ドライブ、自転車、登山(日本100名山踏破)　他

��歳を機に議会の活動を第�ステージと
位置づけ、特定の政党に属さず精力的に活動中。

　12月１日、私の政治活動の原点である駅立ち・道路立ちが23年目（通算2300回超）に突入しました。県政への再挑戦を秘
めて駅立ちを再開した22年前のこの日、あの時の気持ちを思い起こし、「原点に立ち戻り 初志貫徹」の決意を新たにしました。
　

編集後記

平成 15年の初当選組20 名のうち現在、
同期は長岡議員（写真中央左）のみ

23年12月1日 駅立ち・道路立ちが
23年目（通算2300回超）に突入

　活動後、県議会へ。12月定例県議会の開会日です。厳しい財政状況ではありますが、齋藤知事の「重い課題であろうと未来
志向の解決を目指す」「兵庫の価値を磨き高める施策を果敢に展開する」との決意表明を聞き、県政の両輪を担う県議会の重
                                               責を胸に刻みました。閉会後、議長応接室にて全国都道府県議会議長会自治功労者（20年）
                                                   表彰伝達式及び兵庫県議会議長表彰を受けました。これもひとえに20年の長きにわたり私の
                                                活動を理解していただき支援していただいた皆様、事務長をはじめ、これまで支えていただ
                                                 いたスタッフ、歴代の議会事務局職員をはじめ、県当局の皆様、そして家族の支えの賜物です。
                                                    感謝の気持ちを持って、誠実謙虚に精進し、「県政に！ 地域に！ 足跡を刻む！」 ことを活動
                                                   の礎に県政のランナーとして走り続けます！

総務常任委員会活動報告
　閉会中の継続調査事件として11月17日に「広報・広聴活動の推進、
スポーツ振興」、12月18日に「防災・危機管理対策の総合的推進」に
ついてをテーマに開催されました。

管外調査：��月��日～��月�日　北海道

〇公立千歳科学技術大学の地域連携センター：地域社会の活性化、産
　業振興を図る連携ネットワークの取組等を調査。
〇ウポポイ・民族共生象徴空間：アイヌ文化の復興・創造拠点となるナ
　ショナルセンター//先住民族の尊厳を尊重し差別のない社会づくりを
　目指して整備された施設を調査。
〇石狩市：民間事業者と連携した再生可能エネルギーの導入の取り組み
　についてヒアリングを受け、石狩湾新港で整備されている国内最大級の
　洋上風力発電施設を視察。　

〇株式会社北海道二十一世紀総合研究所：「スポーツ×α」によるイノベー
　ション創出・関係人口拡大を目指した取り組みを調査。
〇札幌市スポーツ局：「プロスポネット SAPPORO」を設立し、4つのプロ
　スポーツチームと連携協力した、まちづくりを進めており、取り組みにつ
　いてヒアリング。
〇どうぎんカーリングスタジアム：カーリング教室や無料体験会などを開催
　し、地元で人気の施設の運営について調査。　

❶ ❷
どうぎんカーリングスタジアムにて石狩市：洋上風力発電施設にて

教育委員会 （��月��日）

 

10校、普通教室棟トイレの洋式
化や床の乾式化等を行う改修は
134校で実施。令和4年度からの
第2期計画では多くの学校をでき
るだけ整備できるよう耐久性を
向上させる改修を優先した一部
実施のみとして、5ヵ年で38校
計画している。

活動の地域移行を推進する。地域
の実情に応じて多様な部活動の方
法を提案しながら教員の負担軽減
に取り組んでいく。

　            　教員による休日の運
動部活動指導は地域移行も選択
肢の一つだが一律である必要は
なく、より柔軟な思考で検討を。

　　　　　　　昨年度末時点で
整備率は51.4％で、令和10年度
の完了に向けて整備を進めてい
る。加えて今年度からは選択教
室の空調整備も進めている。

財務課長

　　　　　　　平成29年度から
の第1期5ヵ年の実績は、全てを
改修する全部実施2校、必要最低
限の外装改修を行う一部実施が

財務課長
　　　　　　地域とともにある
学校づくりを推進する。「教育の
日」の創設も含めて、兵庫の教
育を県民全体で支え、推進をす
る機運の醸成も図っていきたい。

教育長

　　　　　　　　  国が示して
いる令和7年度までの改革推進
期間において、中学校の休日部

体育保健課長

教育環境の充実について

休日の運動部活動について
　            　コロナ禍で希薄とな
った人と人とのつながり、地域
とのつながりの大切さを改めて
考えるべき。社会全体で子供た
ちの教育を支援することが重要。

コロナ禍を経て目指す
教育のあり方

決算特別委員会審議の録画及び議
事録は、私のホームページにアップして
いますので、是非ご覧ください。

　　　　　県立学校における特
別教室の空調設備の整備状況は？

　　　　　老朽化対策の実施状
況と今後の方針は？
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